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I 「 反共」の概念

7月4l:lのいわゆる南北共問声明は日本人の韓国fメ

ージをいくじ J同変えたのぞはないだろう，h →将むこ，韓

国といとi王、 1司直したほ共同とL、う惑とを持／〕人が多い

のではないかと思うけれとも，その点からみると，今度

のニュースは意外としかいいようのないものだろう。と

くに， 11'1:i子νワヱクソン訪中芦別以後の緊張ほ和に向って

いる国際思潮の中で，韓凶政府の1ρいぶん；土ふ主りにも

逆行的であ i），「非常事態立言jは，そめ主うな政府と，

雪どけを願う民衆との相克の所産と理解するのが支配的

である。そこへ今度の声明だから，なんとなく韓国政府

がその政策全 180度転換した上うにみえる。

昨今はまれになったと；ぉ、え、少し前に稼［けを訪れた

人なら将一国人；7＞らとうとうと｜反共的Jな誌教をされ，

日本人は共産主義のこわさを知らないと英国自に心阻さ

れ，当惑したことをおぼえていよう。戦後20数年，よど

みきっ，＇こ保守政治に期特士尖い，もう少し日本が「容共

的」となり， l瓦とおしが上くなることを頼。て、いる人びと

には韓国人の反共演説に違和感を感じたものであろう。

しかし．注意深く人の話を聞く習慣のある人ならば，韓

国人のー反共演説」が少しも「反共」的でないのにきつ

いたは寸であ，：， 0 

現大佐耐の｛卜正照を中心とする軍人:f，ルーノ；エケーデ、

タにより政治梅力を奪取し， 「革命」を宣言したとき，

その公約の第1に， 「反共」体制の強化をかかげた。そ

して，，：， cl.~ ［＇弁服部の設式等に上る治安体'.jjljの擁立，郷土

予備軍nt:1J，交等による軍事；りの強化を行な，＇たが，野党

は［反共」全｜司是とするのはおかしい，設会；打j民主主義

が国是であり，そこから「反共」が導びかれるのである

として，言論，集会の自由等の保障を要求した。主た．

谷 浦 雄
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孝

ふるi論者；土 fl.zJtじ義Jというのは空虚な忍想、である

非生産的， j商能的であるから，積極的，生産的なコミュ

ニズムに対抗できないと批評した。

純国の「反共！；士、独立によマ》て、夜極的イテアを民

夫Lfこ解放後のKiitL義がアメリカ体制の中で与え人れ

た位置づけである。アメリカの反共は守られるべき「自

由」の実体を根拠にもっている。アメリカの反共（土「自

由」を守るための手段であり，それが，韓国，ベトナム，

台湾等で姿をあたえられているのである。アメリ力作；!,I]

の中で手段のf.'L慌を与えられている韓国では手段そのれ

のが至上課題化されており，そもそものはじめから，実

体を｛半わない形式的な思想、を受容させられるはめにな4

でいたのであマ〉ナ士。

i反共Jはそもそも忍想たりえないものであη たη7ト－

E戸革命政府は，（従来の政権は！日七！：：v‘う口号ばかりで，

実際はなにもしなかゥたJと批難したが，本当のところ

は， 「何もできなかゥた」のである。今日の大衆社会状

況のもとでは，ひとιの体苦手jを築くには，それをう「y, ; 

ける思想、を必要とする。忍想、たりえない「反共jをも v

て体制づくり U迫F》れた権力が考案したのが，敵ド［共産

主義国家というものである。兵体的な国家がいかに韓国

に対して敵対的であるかをその具体性によって証明し，

それに対する防衛｛－｛；島加という形で納得をしてもらおうと

するのであるι ：Ji常事態宣言以？を， i映画，テレビ．ラン

オフcロをはじめ，歌謡曲のレコードにいたるまで，その

何分の 1は時局物z反共物でなければならないことにな

ったが，それ以前もその類は盛んにつくられた。一般に

それらは面白くない均＝ら，興業式績は上くない。テレヒ

で比較的視総＋が上かったとされる反共シリーズの喫f1ミ

スタッフが「あまり理屈っぽいものは理解されないので，

大衆の感覚に訴えるものにした」と諮ったが，このよう

な態度は政府の下£;ftキャンベ－／に A 般的である。しか

し朝鮮戦争中の人民主主の残虐と，陰謀，スバイの卑劣さな

ど体験を強調されればされるほど，太平洋戦争を闘 3た

経験をもっ国の人間としては「反共」的意味を感じなく

なる。具体的な敵の設定‘体験への呼訴，このこつが韓
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Ⅱ　経済構造における「反共」の意味
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[l」（勺『反共」懸想のH1恨のように尽われる。

こうしてみると，こ川「反共」はu'fちに二，，－，の難問に

ぶつかる。かつては共産圏に属する国はすべて敵性国家

としてす全十ことができた。米ソゴ） ・：守口共存， 1長l吹のg
f8 ;I:;等， ltcWkli'i勢の’＜t化it敵性国家の範囲を！！日するよ

うに迫った。ニクソン訪中以後は朝鮮戦争中の主対戦国

ヤあった中国も非敵性出宗となり‘ ，nJ性国家はでトナム

11'.:Y共和WIとのl鮮民ii友人民共和Ir:!だけとなりそうな

形勢である。しかも，ベトナム参戦の名分は大いに疑問

Eさ.:h,ようになっている。

－－方， f本験に訴えるやり方は手；！？〈験世代耳打むにという

問題と取りくまざるをえなくなった。たび重なるゲリラ

騒動は，格好の教材となったことは事実であるが．大学

に：tsける,t,z;fJI強化合仙1斗させるほどの効果をらたな語、

り fこ。

青年たちは手段化を強めつつある「反共」に反発を感

じており， lir'J'jの実在化を求めでいるが， つひたjを強

化する現政権は反共の名のもとに，それを敵視している

ように彼らには思えるのである。

ぽ鮮民！J＞：，士‘ f青況変化，＇，の適応 j;ゐ下手だと i；くいわれ

る。確かに，持国の外交や内政なとみると，そのぎこち

なさに人ごとながらやきもきすることがある。司馬遼太

郎カZ，朝ii下人は思想的民1fi、であると討したのをλたこと

があるが，u、U、かえれiJ，思想i!'n一貫性に執着するという

ことだろう。そんな伝統が変化への適応拒絶症にあずか

すパごいるわか十知れたL、c 日本の！？正史は古U‘ものも新し

し、Lのも並ペーておいてなんの不，［ど、i誌も感じさせたい日本

人をつくりあげたが，どうやら，朝鮮人はそんな不徹底

なことが勺ド、「）しい。典型的なやiJi士？王朝の斥仏的儒政策

である。ヰa,;,JJ山中央集権iはと科不可，1Jt［は支配；c¥H変ニ商斑

潜での儒教普及を完全にし，両班の村落府住や書院・書

1ヶの儒教白及はそれ二そ朝鮮民肢を下かt，上Eで儒教

ー色に塗：J＇＇） ぷした。 Fiやの採用：土!ii~密な（終N：一貫し

た〉儒教教理を必要とし，朱子学の発展をもたらした。

手刊におい叶，＇~仏併存はありえfよか fたの司あろ。この

/i‘儒教が文自己階級の’；：－！？司と Lてどどまっ；手こiじゴ期の日

本とはことなる。

「反共jは思想、として；土欠陥の多いものであ ιたが，敵

性国家の［，fiit:土いう形。M格に適用主れた。二の厳格な

適用ということが韓国民の伝統的心情に合致したわけで

ある。このような点から，日本の政経分離を呼ばれる対

比産圏国家政策に対して阿足外交｛ヨ足のつ弓＞外交と

いろほどの意味であろう〉であるどか．エコノミ、ソク・ア
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ニマ｝1"，実事j主義とか非難したのである。この場合‘と

くに道徳的不純性に非難のポイントがある3 道徳的側面

を強調した発想、は潔ベきを尊び硬直しやすい。しかも，

教育といちものに特別の価値感全いだいている国民の心

情を示Jfjjした国民的干ャンベ－＞を通じて同のすみずみ

まで，一色に塗りつぶさずにはおれない歴史的伝統があ

るのだから，いよいよ動かしにくいものとなる。何もか

もがあって，情況の変化に応じて，引出しの中から適当

なのが出てきて，なんとか適応していってしまう軽簿な

国民性とはすこし逮うのである。

しかし‘ 「反共」はその潔ぺきな適用とはうらl土らに

韓国社会に腐敗を塗延させ，国民のエネルギーを阻喪す

るのに役立つている。それは先にのべたように，「反共」

が思;IJiLして定立不1:J能なものであり， i/'j岡市・空虚な

ものだ ・.） えからである。

11 経済構造における「反共jの意味

1970年の暮，ソウル市内の「平和市場」という零細被服

工場の密集したピノレで，労働条件の改善を要求した脊年

が当局の不誠実た処医に抗議して焼身自殺する事件があ

った。「平和市場」での労働条件をみれば＼工場数339fこ従

業員3855人というから平均10人ほどになろうか，ピノレの

各層は1:;•j さ 3 メートJl, iまどだが、それを 2l主にしき叶fこ

鶏舎みたいな作業場が多い。大きなピルを細く区切づた

工場は，通風は窓側以外はほとんどあるいはまったくな

く，照的は裸電球と，，、うものであった。企業主は「7〆子ヤ」

と呼ばれる裁断師と雇用契約を結び，裁断師は自己の京

任のもとに，裁縫師と「シタ」と呼ばれる助手あわせて

10名はどを雇い，それが 1総となって仕事を請負う。労

働時間は車）JlOU寺カミら夜IOR寺までが普通で，賃金は助手の

場合月3000ウォンにすぎず，労働環境の惑さから眼病な

どの職業病になるのが多かれた。このような作業場でつ

くられた衣販が道路ひとつへだてた燐の韓国結ーの才一

ケット，東大門市場でさばかれているのである。全泰資

君らi士'1;1効組合を組織して労働条件の改－｝！？を行なおろと

したが，企業主らの妨害で果たさず，労働庁に訴えでた。

しかし，労働庁は勤労基準法の適用が困難だとして，無

視したため，全者は単身繕城間争したがカっき焼身自終

したのであった。

解放後の韓国はインフレーション，人口増と物資不足，

大量の援助物資導入等，商人資本の政庖を許した。資金

を蓄政Lと荷人た九が製粉，製糖，織物などの製造業に

のりだした後にも，その経営は商人資本的性格が濃厚な
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ものであ J之L すなわち，商人たちは何一一定符合そのもの

技術~＇析や大 ui：生産によるコスト 7、ウ〉、新製品の

問J右 に力士 1主ぐこととりも，政治家との結びつきに

上弓探1：ち物資の活向，カル千ルグヲ結成町会末；資金の不動

6':・'--；＇〕t干ti:などに甘11Eにな yfご。生日i't色）；；こ！之：仁ナニ輸入

ケ寸一々の配1となどということもあって，実際需要の数

mブヲ生直也；3:をhかえてあてコL生KL、！良治ぅ1生ヒ ！こc

f:lj，問；工戸主主にはTヰtl:f.'<hすヘマ；pi），守政資ふろL、；上／:j

利口市問に：，＇，］・・ 1 そ。 f ンプレーショ L の七どで、｛去五!fi ｛＇~

1:il ；二十五イ：：~r~·j：紅、われなか J たため， 1ででは偽装なfr'i

を1'1::・・ 亡、 nuそのがれを十る傾1,・,Jをもぺていたコこのよ

うなことがー f正年く•）；l_ij れると企業i土三んだんやそ被

け、 J丸、（三；£わ上うなはめに｜；市.，たが，それでも？企業

守（:iふとる 三Eが当然7号されてLfこれ

京；！の寺内11な貯全i士「3〆l~J どいごJ キflfX;:Qll!，的、交l簿的

Ji立了IZ下担mクトにむる三 Eぱなし、が、商人や中i）イi三方二大

企業i円余手111~ ：土 f亡｜：たもおるが， ;f;j.:f;lj を ｛. f二人す￥1.f点＇ii!l.}

に流i，三んで1、：＇.，. 寸 ウ yしなどの大都市Jこはおf1JH企業

団；こ工；：， f.，＇，同市＂r，；：各市尽にあり、大企主主i号との！年fllj的

金問！プ？？一万一 Ur：存十ろが， Jl江方々：；di'c：土，：l!¥l:I三会ti

,rよIてJし＼パ＇ J 宇

三Tl：とごJiこ町 flf1／／／毛，7）峠｜司て一；土商人wJ七戸上び（；j.fiJrt

7白木がI~YI~十ごi 条！日，：t:1，＼＇.，発（込 LてL、，，C:,0 i主にl、え：王

辛業資本び＇／｝11 ，二どー＇.ご不都合tnJ;F~~ アよ｝ア〉でふろ。

プイc,N!f:行ど＇：＼ペドーに、、た，｛ ii人百：t：：て校内；工勺！わさ；：利市＇！i

t二約ノ＇iri!，ょと 二ト111工部門？と学持［九九入：二万：IJ:I：口市

門 、：スャ，卜・パ；〆・ジ Lー ス 衿 肢 は中，J、｛i':

支えよれ :f人立与していろσ ：；，，ト＇i:宅 ／＇： i土.；1:J;1i::cマ亡者

二 Ii1z刊か九ぶiイ士円入At, c;'E;i¥i::¥/1 王してl!TJ号で収売十る

わけで／）ちが、 Ji!！山｜下である攻市か人；士山f.1i1でキ；斗才をft

入Jし士そ，＂：；下ljT，；をそ｛宮入hてi軍＇i花氏乞三寸三ふをえな

かった3 よニト人、 q1j、企業二主主i三本がえ己を准；：f・t,::, 
だれには、 τιl之 ~f－／，：投資の.:l大阪のi'itJ;:,/, :~ Iィワ「 rJ，；~·，H政

j窄；t'u，：.立、攻守こ｛；勺，／＇二。失主ないし：；＇；在央官じり大 Ji,:(ff王に

よるLr，）：：，：たワ/f/fj';'j :,c ,T) I iJ能！？ーがなけjL ；－；＇，ぜ14正（J W弓に

豆紫－~，r,,; I ::c I：とふれ、ほノトの百百人白木！：：！部分に士わる
r I，／、｝ザ J

-- / t'j • 

l')li＇.！：；：か「，.＇；／；主.，之ロヴ午 er:l臼；二二，亡、三／に、 1%ci

f干の日比三I:0: U;1; {l:Jス｜：ι将！，1i'毛与の i：主化が本応化

しプりえ，；・t立t,く珪設さjしたC j攻l(f；土出入資本が疋主役

資する＇；｝ 九こ守二ヲるm九危険企JI]]めるlf;でX-f,]i:ri｛民主

育成策二irii:・Jj5.: fl支給をhな〉て工主｛ヒウ ll考与しι 二

のこど itfi1.,j市i；ニJ,t!y(Jヲlこま見j「iL c.;州、紛れの胤こは

補助金のよミ給を行ない，かつ一定の輸入権を付与するこ

とによザにど，商人資本的利益を保障した。しかしなが

ら， i恋人資本としての利害を保障した形で、の工業化＝商

人資本ーの工業化をー而では促進しながらも，産業経営を

内部にくみ込んでし、るという立味で，やはり基礎には依

託金労働の利用、労働搾取の保障という条付があること

に注目 Lなit.il,(:fならないの

全来月・－：／τが l:.r'-tilrliJ技jで:ltbl'.J'自殺した’＇Jff，牛は学生た

人；と大変tr.シ 3 ヴクを与えたらしく，いくつかの学校で

近日・抗議デモが組織され足。焼身といろ h!1.謝；（：＇］な抗議

行動は社会的に大きな反響をII千び， 「労総Jと労働庁の

Hr入りで労働組f干の結成が成功した。しかL，その後の

六、 tiゆき ：，：みると．総合に努力IIするtのが少なく（「半

和，「京干日j，「統 I 111！お全労働(1'8000;r＇；名の 35°｛，ほど

がJJO入）実門的な＇'Jj’働条件のi;i(汚につなが., -C＇，、ないの

である「 時その企業ちの r,;i,方も「勤労条件がL、L，、かげん

なu易はここだけではなャ。、きがしてみれ；f，ことより

；広いとこ乃はいくじぞもある。全氏の1'1殺事件のために

問題にた.，ただけ！としか思 J fていないのである。

、1:11示会話線干干のために行き行っていた学生と三の話

一件[Ji！の学生，i¥t{f，制jはなかなか，，，＼＼：んだが，ヲ；j,iiJ運動と

の10び－，さやセソノLJントJ宣言UJなどはif;':( わh＇てL、るの

か！土問L、てみると， 「労働者の状態、iこ関する字生の関

心はう「く，今度のことで大2'なショソケをJ：乏けたっし

かしゃi土I) .長引こは球速な感じをh郎、ているにう！：＇＇ I 

どのことと f労働7号の'J.f症を＇mる機会がなし壬の尽

で’千l芝の 7む子ト＼il性l二15にのったう；｛］IJc.の'r.;,f；につい

て口fl占九IL'.5；：的小説は学生のii¥Jcu.特をi仔ん守いるiと

い ，・） 辺τJrだJ ' た。一般女児乙なられる食間 C= l(q，〕の

N，伎やy：えの京：止の庁cf:乍）ジュにけする無理併など労

タ)Jf仁L、L,;; /f';J f,ll'.;:?1,!ifi＇ぶ開 l：上士主 E己そ；十人れることi土確

か Cあと；＂＇ しかしなが心、共伝主義運動と労働i'.E:fJ1の結

び，・，きという匡史的な！五万三五iこかんがJメて，）；ffか軍政から

ill ~·かん＼ i るι、理il~'f古J氾が；む〉るとい i〕二と志：主：~な u；〔［たI 

一；忌》 7，ツ＇ :,Ji 

jこ＇；炉メ、 ｝:CJ (T)','j教l柘点：i／）；友当i;,jによ Jて，民共法違反ほ

＼＇.；：などと i＇｛；立さjし， ・・j，，、にjij／之されたこと ιあるのであ

／ JC, 

市人伐：：i'r包J:;'tJ;！のq，む、 j庄支資本が1'1己合計t,J.'1l立大し

ようとすれば，放しい労働搾取を行なわさるをえにそ

れは必然的に’1Jf•必ずi の反議 労働運l¥}1を引き起こす。

イギリス，ブラシス令 イタリ γ． ドfソにおいて．そ

れは資本主義の発足＂とと毛に？ふり上がり， 19,＂今)jJ~闘争とし

8ラ
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て爆発するのであるが，やがて，労働組合運動あるいは

労働組，'i-主義と Lて‘資本i長i本剰に包；突きれ，むし乃

その運行に不可欠の装置に化Lた観さえなくはないc

しかしながら，ますます自立的な資本主義の発途が悶

難とな i）つつあて）凶際的環焼のもとで，資本主義化し主

うとすζl後進のJ？＇.目家庭とー J ご、初期資本主義が＇ 11iffiす

る激烈な階級闘争は，生まれたばかりの産業資本を米熟

児のまま死亡させる危険性をもっ。こ三に，労働搾取に

対するぢj働者の）＜7,［エネノLtーを吸収「るとめのいi家の

方策一一社会政策を発生させることとなる。

明治政権下における天皇制宗教の関家的キャンヘーン

一一一それは個別5、おこおけ三；家族的温山：：還の国家的レ

ベルの形態である一ーザも上のような経済構造に由来する

ものと考えられるのである。

李政権下ではいらにのみとどまった；；又奨jが朴政潅

で強化されはじめたのも，その決死的な工業化政策と採

縁であろうか。朴政権は日本を包含した外国のi直接投資

を積民的に導入Llうとする最近の政；糸川一環として．

外資示企業での労働組合の結），立を制限する措置をとった

が， 「反共J体制強化の本音がこの辺にあることを示し

たものといえるので；まなU、かと思えるのて人ある。

III 日本の植民地主義的進出と「反共」

-I五Lワ経済の1・1:Z的構造さとこ3し， ・Ji約な依存関係

の深化を結果するような形での経済進出を「植民地主義

的」と形容したい。ここで注意されるべきことは，相互

依存関係ないし刊Ii補完関係との区別である。この氏号IJ

において，質的な側面と量的な側面とをみる必要がある

だろう。前者は分業の形態とか資本的・技術的結合とか

いうよろなことであり，後イくは貿易依存「Eのようなこと

である。

日本の商社が韓国へ進出するようにな •:J たのは1960年

代，朴正照が政権をとり， 5カ年計画をたてて司 I了主化

にのりどした頃九a「jである。工業化と関連して輸入が急

増しそうなこと，また日韓国交正常化±経済援助の供与

の実垣気運が成男t,,Lつつあ.，たことと民j述している。韓

国の政財界に顔合ろE己ってお〈ことが後々のナこめ重f安二円っ

たとみていたからであろう。当時，韓閣では日本商社員

のi,1"；動力、；非合法（じされてu、たポ、当局の一定の黙認のも

とlニ，校気のよい根回しが続けられていた白 19651,'f，同

交正常化の実現とともに，日本商社のオッファ商として

の営業活動が公脅され， 「韓国ブーム」がやってきた。

5住ドルの財政資金供与と：1億ドルの耳石定借款供与iこと
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もなう輸出は，韓国における日本商社の地位を確固たる

ものとしたう公共・民間借款を通じた輸出によって‘工

業化社画中の主要なプロジェクトの掌握に成功した日本

資本はついで，技術提携という形で無数の企業をその影

宇野下におく上ろになったG そして， 1969年頃から，合作

投資という形で震接的，恒久的に蒋：弓の産業を支配する

道に踏みだした。

1970年代にはいると，いわゆる入手不足と円切上ff，特

恵関税問題竺で追いつめられ突破いをさがし求めはじめ

た中小企業主が大挙，韓国へ押し寄せる姿がみられるよ

ち忙なったしある企業主は単身，ソウノレで下宿しながら

待国での工場出荷価格が日本のデ、パ－ ），小売価絡の10分

のlくらいの品なら商売になるとそのようなものをさが

しまわり，ある装飾用ランプ業者は臼本には営業関係だ

け残し，生産は罵!11の輪出店街地域に移してしま.，た。

このように韓国へ進出してきた中小企業に特徴的なこと

は，製品を確保するために合作に応じ，あまり安く買い

たたいて， fr作企業の経営を危機に追いやったタケミ潤

産の例はともかくとして，韓国進出を契機に，親企業を

商業資本化させているということである。植民地利潤の

発生i土植民地での安価trW'J；働に根拠をおいているが，

同時に投資Lた資本家の商人資本化が動機にな.，ている

のをみるのである。

持国のヱ主化i土日本資本の大量進出，その借款形態か

F》直接投資形態への転換を伴ってL、る。しかもなおかつ

外間資本のいっそうの増大を必要としている。近年，日

韓条約締結分以外の日本財政借款が急憎しているが，そ

れに伴い， 11本政府は l:::l:4,:資本の進出，および斡同経済

に対する支配を強化する諸条件を韓国政府からかちとり

つη ある。外国資本導入にあたっての対日差別の持廃を

皮切りに，干rl税務定，特許権協定がすでに発効L，海運

協定と工業所有権協定がその発効に向って大きな圧力を

ろけている。まえ，極加な輸出奨励政策をとっている韓

同政府は在韓日本商社に札努力目標を定め，協力を依頼

しているが，商社側はオツプア商としてしか営業活動を

認、めてもらえないことに不満をもち，よりい＇）そろの営

業前動の自由を要求している。

工業化のためのぬきさしならぬ必要から許容したので

あるが，日本資本のとうとうたる涜入は，自然的に，そ

れに対抗する力をみいだして心理的均衡を得よろという

綴いを韓国民に持たせた。それはいいかえれば日本資本

の利益追求を中和して、韓国の利益と調和させようとい

う試みであるといえよう。外国資本，をくに日本資本の流
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入を許容して， じな化を1？な九とした政策合集者7づ〉の

思考方式ないし願望にi土，第2次世界大戦前の，植民地化

すなわち氏ij，£経済の破J;¥"'2:もたらしと筏進国への資本流

入とは異なり，今日の資本l土後進国の政治的独立をおび

や万台ず噌 ：との筏済発iJむこ効果的に利用しうるとνうこ

とがあった。そして，効果的ということについて，ごく技

術！＇1ヲ fi日l面に j句た乙 L 、たと：え~r; をしてL 、た上うであ弓。

現実に外関資本がはいづてきて，それがただちに政治

的パ7ーと Lて作用しIt：＿めると，政治的主体’性きと確保

しなければ，という心理が働きだしたので、ある。

1'1世紀筏w，のi沼化期唱 11本社軍事力によって朝鮮の政

治に干渉しその主体的近代化a"阻止した。また1910年

以降， 13，＋；，＇）植民地政況は朝鮮の民放（fJ発肢を決定［！りに

歪iilJL，今ilみ「＇， ;j：＿る終済的後進性とE略核分断の悲劇に

ついて一次的責任乞もつべきむふる。支ず，ーのような

主張、 日イ正 ＇、の；J長冗意訟ご呼青写ずるととによーで， 日本

資本の不純でない，つまり実利主義的でない協力を求め

たの芝った｛国主主常｛I::ヮ初期には二のような主張に対

し，公然と反論する者はなかったが， 2代目の支店長に

な~：，ど，いつまでも過去っ歴史にと「j J vれてしでは経済

発艇はうまく L、かない，今や国際主義の時代である，偏

狭なナショトリ九iをJi；てて，凶際λrJ主にの J とった協

力をしようとL、いだしている。

保？司は反；た最前主主である。われわれは国力にあまる翠

事力を維持し，敵に対抗している。この防波堤があって

こそ，日本の安全と平和があり，今日の経済的繁栄があ

っ売のだ。日本資本；土過慢な要求なしに協力すべきであ

る。このような主張：こ対しては，世界政治の流れが無色

ならしめ亡、る L、むしろ，南北赤1-'t会談などは報鮮

の緊張緩和を証拠だて，韓国へのテコ入れの根拠を奪う

と非難する日本：η代議士むいたほどだという。

貿易や外資導入の面で，あまりに日本に依存すること

が，日本ジ）f衣暴を許すのだと三iJKするケループρは貿易を

含む国際的経済協力を多角化一一分散することを要求し

て？いる。中｜式市場に色lH：使J て態度の煮えきらたいト

ヨタを切ってフォードと合作した新進や，日本からの借

款，技術協力で／げられるi甫攻製鉄に対抗した欧州諸国

との提携に Eる大型製鉄工場建設プランなどそのよい例

であろう。 i字国内で先進訪国のぺラ Lス・オイ・ノ二ワー

をとろうとする政策や111'N銀行やアダア開発銀行からの

借款を増大させようという努力は，活発に行なわれてお

IV おわりに

朴（主権の工業化は分f析を前提としたものである。少な

くとも近い将来にそれを予想していないものであった。

それは第2次大戦筏の「不純でなL、J外向資本の協力に依

存しだものであろが，確聞たる政治的主体性なくしては，

いつでも危険なものとなることが明白となった。ある韓

国の大学教授が，報鮮統一ーの可能性をちょっとでもみせ

れば，日本はすぐ譲歩するだろうにと，韓国政府の硬直し

たztrt姿勢を残念がっていたのを開いたことがある。対

決ムードはむしろ，韓国側の弱点になっている。対立状

態l土｛ト政権の勇気ひとつですぐにでも解消させることが

できる。これは対外的規制要因よりも国内的諸関係を重

視して朝鮮の歴史を理解しよろという傾向のある経済エ

リートの発誉であ q た。

朴正照が大統仮に 3J玄された111，年の支，手Lは南北赤十

字会談のニュースを，やがてダムの湖底に沈んでしまう

だろう山嘆の農村で知った。分間？家族の少ないこの南部

の農村ではこのニュースに対する反応はにぶかったよう

だ。しかし，私は南北の連絡事務所lこ開通された直接電

話の記事に関心をもった。この電話線は休戦線を中心と

するl悩4キロの刻：武装地帯の外側に設置された南北の連

絡事努所をつなぐものであるが，私にはそれがソウノレ

に，平壌に連絡されていないとν、う証拠はなにもないと

忍われたので、ある。

すでにみたように，朴政権は資本主義に対ずる絶対的

なP照感仁枝ざした筋金入の反共主義者ではない。社会

全体をその諸法則に包摂し，強大なエネルギーで国富を

増進し，市民の自立を民践のおごりで充満させてくれる資

本主義などというものは彼は知りもしないし，縁もなか

ったハむし人，工業化の過程マ「企業を滅しても肥えふ

とる」経営者には絶望と軽蔑を感じたのではないだろう

か。彼が［）三共」であ「たのは，それが現実に後に敵対

的であり，政権の安定に脅威であったかぎりにおいてな

のである。

経済の各分野にわたる政府指導の浸透，国民動員のフ

アvショ的な方・法たど，朴政経の経済政策は不透明であ

る。

日本経済閣に包疑，または日本経済の付属物iこ転化さ

せよろとする日本資本の作用が韓国の経済自立への願望

を決定的に打ち砕く危機があるとき，朴政権の「反共j

グ今後世＇ ＼－＇っそう盛んになるであ Fちろが，現実的には はその本質を露旦するに遠いない。

日本への各方面での依存は深まる一方である。 〈調査研究計）
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